
第 3種郵使物認可

水を大切にする住民活動の広がりを目指して
一般社団法人を立ち上げた「Com aqu
a」のメンバニら錬 都市東山区 0白川)  .

住民や学識者 法人設立

「世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
か
ら
１０
年

連
携
構
築
政
策
提
案
も

水
問
題
に
関
心
を
持
つ

「住

民
の
輪
」
を
つ
く
ろ
う
と
、
京

都
市
内
の
住
民
や
学
識
者
ら
の

グ
ル
ー
プ
が

一
般
社
団
法
人
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（
コ
ム

・
ア
ク
ア
ン
を
立
ち
上
げ
た
。

２
０
０
３
年
に
市
内
な
ど
で
開

か
れ
た
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

参
加
者
ら
が
メ
ン
バ
ト
。
開
催

１０
年
目
で
の
法
人
化
で
、
次
回

‐５
年
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
ヘ
の
参

加
に
向
け
て
国
内
で
の
市
民

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指

す
。法

人
名
は
、
と
も
に
活
動
す

る
仲
間
と
の
つ
な
が
り

「水
の

環

（輪
）
」
を
表
し
、
９
月
末

に
発
足
。
０３
年
の
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
農
業
用
水
管
理
の
あ
り
方

に
つ
い
て
発
表
し
た
京
都
大
大

学
院
地
球
環
境
学
堂
の
渡
邊
紹

裕
教
授

（
６０
）
＝
農
業
土
木
学

――
が
代
表
理
事
を
務
め
、
水
問

題
に
高
い
関
心
を
持
つ
生
花
店

や
理
髪
店
の
店
主
ら
計
９
人
が

発
起
人
と
な

っ
た
。

活
動
は
、
水
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
京
滋
の
河

川
を
め
ぐ
る
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

開
催
の
ほ
か
、
１２
月
に
東
山
区

で
地
元
商
店
街
と
連
携
し
て
白

川
の
歴
史
を
学
ぶ
催
し
を
行

う
。
京
滋
で
水
問
題
を
テ
ー
マ

に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
団
体
と

の
連
携
や
情
報
交
換
も
行
い
ヽ

行
政

へ
の
政
策
提
案
を
目
指

す
。
　

　

　

一

ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
や
米
国
の

研
究
機
関
や
現
地
住
民
と
連
携

し
て
ヽ
農
業
な
ど
地
域
の
水
管

理
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
「

‐５
年
に
韓
国

・
大
邸
市
で
開
か

れ
る
第
７
回
の
同
フ

ォ
ー
ラ

ム
に
向
け
、

「各
地
の
水
不
足

や
異
常
気
象
の
解
決
も
テ
ー

マ
に
、
世
界
の
市
民
ど
も
協

力
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い

る
「子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
会
員
を
募
り
、
会
費
の

一
部

は
途
上
国
の
水
環
境
改
善
に
役

立
て
る
。
渡
邊
教
授
と
副
代
表

理
事
の
会
社
役
員
河
合
美
奈
子

さ
ん

（４７
）
は

「水
と
の
関
わ

り
の
中
で
人
と
つ
な
が
る
喜
び

を
高
め
、
昔
か
ら
守

っ
て
き
た

京
都
の
水
文
化
を
世
界
に
発
信

し
た
い
」
と
話
す
。
問
い
合
わ

せ
は
同
法
人
事
務
局
フ
ァ
ク
ス
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（今
川
敢
士
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